
グレープフルーツジュースと降圧薬 

 

Point 

1. 降圧薬として用いられるカルシウム拮抗薬の中にはグレープフルーツジュ
ースを飲用することで血中濃度が上昇し、副作用が生じるものがある。 
例）バイミカード、スプレンジール、カルスロット、バイロテンシン、アテ
レック、アダラート、コニール、ランデルなど 

2. アムロジンとノルバスクは影響がないと報告されている。 
3. グレープフルーツジュースの効果は飲用後 3 日間持続する。 
4．グレープフルーツジュースにより影響を受ける薬剤はカルシウム拮抗薬のみ
ではないため注意が必要である。 

食べ物や薬剤を経口摂取すると食道、胃を通

過し、小腸に到達して、そこで吸収されます。

小腸で吸収された薬剤は血液中に取り込まれ、

全身に届けられます。  

吸収の場所である小腸には、食べ物や薬剤などを含む化学物質を分

解するチトクロム「P450(CYP)」という酵素が存在します。チトクロ

ム系のなかでも「CYP3A4」により我々医師が日常的に処方している

50％以上の薬剤が解毒・分解されます。では、なぜこのような酵素が

存在するのでしょうか。  



前述したように小腸には口から取り込まれた食物をはじめ、さまざ

まさ物質が流れ込んできます。これらの物質の中には、丸ごと吸収す

ると人体に悪影響を与える物質もあります。人体に悪影響を与える可

能性のある異物を分解して体内に吸収する量を調整するのが

「CYP3A4」なのです（図 . 1）。  

図 . 1 薬剤分解酵素である CYP3A4 

この CYP3A4 の働きを邪魔して、薬剤の解毒・分解できなくする物

質がグレープフルーツジュースに多く含まれている「フルクノマリ

ン」という物質です（図 . 2）。なぜグレープフルーツジュースかとい

うとグレープフルーツジュースはグレープフルーツ果汁を濃縮還元し



て作られているため、グレープフルーツ自体よりもフルクノマリンが

多く含有されているためです。その効果はグレープフルーツジュース

摂取後 3 日程度持続すると報告されています。  

図 . 2 フルクノマリンと薬剤の相互作用 

また、この効果はグレープフルーツのみに限らず、ブンタンやダイ

ダイなど他の柑橘系の果物でも見られるものがあるので注意が必要で

す（図 . 3）。 

高血圧治療薬であるカルシウム拮抗薬を内

服している方は薬剤師さんにグレープフルー

ツジュースを避けるように指導を受ける場合

があると思います。  



図 . 3 フルクノマリンが含まれる柑橘類 

それはカルシウム拮抗薬の中にはフルクノマリンの影響で小腸での分

解が邪魔され、血液中の薬剤濃度が上昇するために血圧を過度に低下

させてしまうものがあるためです（図 . 4）。バイミカードやスプレン  

図 . 4 フルクノマリンの影響を受けるものと受けないもの 



ジールを内服している方はグレープフルーツジュースの飲用は避けた

方がよさそうです。アムロジンやノルバスクはグレープフルーツジュ

ースの影響は受けにくいと報告されています。  

他にもグレープルーツジュースにより影響を受ける薬剤が多くあり

ますが、以下に一部を記載しておきます（図 . 5）。以下の薬剤はほん

の一部ですので、ご自身の内服している薬剤でグレープフルーツとの

相互作用が気になることがあれば医師、薬剤師にご相談ください。 

図 . 5 フルクノマリンの影響を受ける薬剤 
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